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高等部Ⅰ期実習 
高等部では、企業から資材を提供していただいて行う「校内実習」、学校から地域の職 

場へ出向く「現場実習」、自宅から地域の職場へ通う「地元実習」を行っています。「働く

力」を身に付けるため、挨拶や報告、身だしなみ、集中力、丁寧さの他、週末の過ごし方

について学習し、６月１２日（水）から２５日（火）にかけて２週間の実習に取り組みま

した。 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

【１年生】「ポリパック班」「箱折り班」「ちぎれ班」「リサイクル班」の４班に分かれて校内実習を 

行いました。初めての実習でしたが、事前に設定した目標の達成に向けて努力する姿が 

見られました。追加受注した製品を含め、目標以上の数を期間内に全て納品し、充実感 

を得ています。また、どの班も一致団結して協力する大切さを体験しました。 

 

 

【２年生】現場実習と校内実習に分かれて実施しました。どちらも事前に設定した目標を達成する

ために工夫して活動したり、自分にどのような仕事や活動が合っているかを考えたりす

る貴重な機会となりました。 

【３年生】日課に沿って過ごしたり効率を考えて作業したりするだけでなく、家庭での過ごし方や

体調管理、持ち物の管理など、これまでの学習の成果や課題を確認する機会となりまし

た。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

６月８日（土）、本校卒業生の余暇活動（青年学級）の一つ、ふれあいハッピースクールの 1
回目が行われました。今年度も本校高等部生にも参加を呼び掛け、３名の生徒が参加しました。
「グラウンドゴルフ」、「フライングディスク」、「茶道」の３講座に分かれて活動し、技術向上が
できただけでなく、同窓生も本校生徒も笑顔で楽しい時間を過ごしました。 
次回は９月７日（土）です。興味がある方は担任までお声掛けください。 

中学部では、「１日中、集中して働く」「担当する工程や道具の使い方を覚える」の二つを大きな 

目標にして、６月１０日（月）から１４日（金）まで、作業学習週間を行いました。それぞれが自分

で立てた目標に向かって作業に取り組みました。昨年よりも作業時間が延びた生徒、受け答えが

ハキハキとできるようになった生徒、できなかったことができるようになった生徒、確実な成長

が見受けられた５日間でした。 

 

 

 

陶芸班 紙工班 

布加工班 農園芸班 


